令和３年５回瑞浪市農業委員会総会議事録

	開催日時
	令和３年５月２８日（金）
午後　２時００分　開会　　　
午後　３時１０分　閉会

	開催場所
	瑞浪市役所　４階　全員協議会室

	議　　長
	永井　恒　会長　　　

	出席委員

（２２名）

	委員
	鵜　飼　重　光
	水　野　安　喜

	
	
	板　橋　茂　晴
	渡　邉　美　孝

	
	
	永　井　　　恒
	大　山　理　晴

	
	
	勝　股　増　夫
	伊　藤　征　史

	
	
	鈴　木　録　郎
	奥　村　正　子

	
	
	足　立　正　之
	日比野　由美子

	
	
	土　屋　敏　子
	

	
	農地利用最適化推進委員
	岩　嶋　貞　夫
	加　納　富　雄

	
	
	伊　藤　道　子
	勝　股　重　雄

	
	
	三　輪　徳　夫
	板　橋　仁　晃

	
	
	櫻　井　公　紀
	有　我　俊　春

	
	
	渡　邉　俊　美
	

	欠席委員
（１名）
	
	安　田　清　和
	

	
	
	
	

	事務局
	事務局長　市　原　　憲　

局長補佐　水　野　義　康
主　　事　日比野　有　真
事務職員　大　竹　喜　彦

	付議事項
議第１号　　農地法第３条の規定による許可申請について
議第２号　　農地法第４条の規定による許可申請について
議第３号　　農地転用許可後の事業計画変更承認申請について
議第４号　　農地法第５条の規定による許可申請について
議第５号　　令和２年度の目標及びその達成に向けた活動の点検・
評価（案）について
令和３年度の目標及びその達成に向けた活動計画（案）
について
議第６号　　農業経営基盤強化促進法第１８条の規定による農用地
　　　　　　利用集積計画（案）について
付議の内容については別紙のとおり


	会　長

	（挨拶）　
　それではただ今から、令和３年第５回瑞浪市農業委員会総会を開会いたします。瑞浪市農業委員会の会議規則第３条の規定により、議長は会長が務めることになっておりますので、私が議長の職を務めさせていただきます。

本日、安田清和委員から欠席する旨の通告がありましたので、報告したします。従いまして、本日の出席委員は、農業委員１３名、推進委員９名でありますので、農業委員会等に関する法律第２７条第３項の定足数であります過半数に達しており、総会は成立いたしました。

　それでは、議事日程に従って進めてまいりますので、委員各位のご協力をお願いいたします。

	議　長
	　日程第１、議事録署名委員の指名について、これを議長から指名させていただくことにご異議はありませんか。

	委　員
	（異議なしの声）

	議　長
	　それでは異議ないものと認め、議事録署名委員は土屋敏子委員と、渡邉俊美委員の２名を指名いたします。　　

なお、本日の議事録書記は、事務局を指名いたします。

	議　長
	それでは日程第２に入ります。
議第１号「農地法第３条の規定による許可申請について」を議題といたします。

足立正之委員、説明をお願いします。

	足立委員
	去る５月２４日に、土屋敏子委員、三輪徳夫委員、水野事務局長補佐、日比野主事、私の５名で現地確認をいたしました。
議第１号　農地法第３条の規定による許可申請につきましては、４件であります。

内容といたしましては、田が５筆、畑が１筆で、合計面積5,533㎡であります。
詳細については、事務局より説明を求めます。

	局長補佐
	それでは、議第１号　農地法第３条の規定による許可申請について、ご説明申し上げます。
議案集の２ページから６ページ、３－９番から３－１２番の４件、順に説明をさせていただきます。
まず、３－９番、議案集では３ページになります。


（議案書の内容を説明）
まず、この申請について、説明をさせていただきます。
先月の４月総会において、第５条申請で申請地を取得し、奥にある自分の農地への進入路とするということで、「許可相当」との議決をいただきました。その後、許可権者である県の審査を受けにいくと、「図面を見ると、この進入路は奥にある農地のためだけの進入路であるので、第５条申請ではなく、農地とみなして第３条申請にしてください」と指摘がありましたので、今回、第３条申請として再び議案上程させていただくものです。すみません。　
申請地は、旧１９号沿いにあります多治見警察署瑞浪交番から、東方向へ約１５０ｍに位置しております。
取得後における耕作の事業に供すべき農地の面積は３,４２８㎡で、法第３条における最低経営面積２,０００㎡に達しておりますので、許可に対する問題はないものと考えます。
続きまして、３－１０番、議案集では４ページになります。


（議案書の内容を説明）
申請地は、日吉町南垣外地区にあります。
本申請は、譲渡人は県外に居住しており、農地の維持管理ができないため、譲受人が取得して農業の規模拡大を図るよう申請するものであります。
取得後における耕作の事業に供すべき農地の面積は３３,８４６㎡で、法第３条における最低経営面積２,０００㎡に達しておりますので、許可に対する問題はないものと考えます。
続きまして、３－１１番、議案集では５ページになります。


（議案書の内容を説明）
申請地は、日吉町南垣外地区、先ほどの南垣外に比べると北部の方になります。
本申請は、譲受人は近隣に居住しており、耕作の便がよいので取得し、農業の規模拡大を図るよう申請するものであります。
取得後における耕作の事業に供すべき農地の面積は４,４４４㎡で、法第３条における最低経営面積２,０００㎡に達しておりますので、許可に対する問題はないものと考えます。
続きまして、３－１２番、議案集では６ページになります。


（議案書の内容を説明）
申請地は、日吉町白倉地区、日吉小学校と日吉コミュニティーセンターの間にあります。
本申請は、譲受人は申請地を譲り受け、農業経営に励むよう申請するものであります。
当該申請地は、譲渡人が、令和２年１月総会において第３条許可を受け、申請地を取得したものであります。譲渡人は、取得後１年半で農地を手放すことについて、
①現況が当初予定したものより荒れていたこと
②新型コロナウィルス感染症拡大により人手不足となったことを理由に挙げております。
第３条申請で取得した農地を、１年半後にまた第３条申請で譲渡することは、本来はおかしいことであると思われるため、上部組織である岐阜県農業会議に相談してみました。
第３条申請で取得した農地を、第４条・第５条で転用しようとする場合には、取得後３年間はできないというルールがあるが、第３条申請で再び農地として譲渡する場合には保有年数の制限はない。そもそも第３条申請は、譲受人が申請地を取得した後、農業をしっかり行えるかどうかチェックするものであって、譲渡人をチェックするものではない。そのため、保有年数が短いことを理由に、第３条申請を不許可とすることはできないと回答がありました。
よって、取得後における耕作の事業に供すべき農地の面積は２,４８８㎡で、法第３条における最低経営面積２,０００㎡に達しておりますので、許可することはやむを得ないものと考えます。
以上、議第１号　農地法第３条の規定による許可申請に係るご説明とさせていただきます。
ご審議の程、よろしくお願いいたします。

	議　長
	ありがとうございました。
では、これより議第１号について質疑に入ります。ご質疑、ご意見はありませんか。

	板橋(茂)
委員
	　３-１２番についてです。
　譲渡人が、現況が当初予定したものより荒れていたことを理由にしていますが、譲り受ける方が果たして、耕作ができるのかどうか、その確認をしたいです。

	局長補佐
	　まず、この２筆は農振農用地ですので、農地から転用することはできません。行政書士の方に、譲受人は、そのことはご存じか確認をしたところ、農業以外に使う予定はないと聞いていると回答がありました。
　また、営農計画書も提出してもらっています。それによると、畑でジャガイモや玉ねぎ等、季節の野菜を栽培し、田については、米を作る予定であります。
　農機具については、申請書によるとトラクター、耕運機は、譲渡人の親族から、申請地と一緒に譲り受けることになっております。

	板橋（茂）
委員
	　現地確認調査には行っていると思いますが、簡単に農地に戻ると思われますか。

	局長補佐
	　現地確認したところ、現況はかなり荒れている状況だと認識しています。しかしながら、本人が耕作すると言っている以上、農業委員会としては、それを信用することになると思います。
　今後、現地調査等で外に出たときは、本当に耕作をしているのかどうか、チェックしていきたいと思います。

	議　長
	　日吉地区の委員さんを中心にパトロールをお願いします。
　その他には。

	委　員
	（質疑、意見無し）

	議　長
	それでは、お諮りいたします。
議第１号「農地法第３条の規定による許可申請について」、申請のとおり許可することに賛成の委員は挙手をお願いします。

	委　員
	（全員挙手）

	議　長
	全員賛成ですので、議第１号は申請のとおり許可することに決定いたします。
次に、議第２号「農地法第４条の規定による許可申請について」を議題といたします。
足立委員、説明をお願いします。

	足立委員
	議第２号　農地法第４条の規定による許可申請につきましては、２件であります。

内容といたしましては、田が３筆、畑が１筆で、合計面積415㎡であります。
詳細については、事務局より説明を求めます。

	局長補佐
	それでは、議第２号　農地法第４条の規定による許可申請について、ご説明申し上げます。
議案集の７ページから１１ページ、４－５番と４－６番の２件、順に説明をさせていただきます。
まず、４－５番、議案集では８ページと９ページになります。
（議案書の内容を説明）
９ページの配置図では、黄色に塗ってある部分です。
申請地は、日吉町常柄地区、明世カントリークラブの入口付近になります。
周辺の状況は、公衆用道路、宅地及び申請人の農地に囲まれているため、周辺農地への影響はありません。
当該申請は、既に住宅敷地の一部として利用している申請地を、現況の宅地に合わせるよう申請するもので、この転用許可により新たに何か工事するといったことはありません。登記地目を宅地にしたあと、一体利用地と合筆して、きれいに区分けし直すためというふうに聞いております。
また、昭和５６年頃から住宅敷地の一部として利用しているため、始末書の提出を受けております。
当該申請地は、中山間地域に存在する農業公共投資の対象となっていない小集団の生産性の低いその他の第２種農地であることから、転用はやむを得ないものと考えます。
続きまして、４－６番、議案集では１０ページと１１ページになります。
（議案書の内容を説明）
申請地は、稲津町萩原水洗地区、老人保健施設ひざしと広池学園の間になります。
周辺の状況は、公衆用道路、用悪水路、宅地及び申請人の農地に囲まれているため、周辺農地への影響はありません。
当該申請は、既に車庫として利用している申請地を、現況の宅地に合わせるよう申請するもので、この転用許可により新たに何か工事するといったことはありません。登記地目を宅地に合わせるためのものと聞いております。
また、平成１１年以前より車庫として利用しているため、始末書の提出を受けております。
当該申請地は、中山間地域に存在する農業公共投資の対象となっていない小集団の生産性の低いその他の第２種農地であることから、転用はやむを得ないものと考えます。
以上、議第２号　農地法第４条の規定による許可申請に係るご説明とさせていただきます。
ご審議の程、よろしくお願いいたします。

	議　長
	では、これより議第２号について質疑に入ります。ご質疑、ご意見はありませんか。


	委　員
	（質疑、意見無し）

	議　長
	別段ないようですので、お諮りいたします

議第２号「農地法第４条の規定による許可申請について」、申請のとおり許可相当とすることに賛成の委員は挙手をお願いします。

	委　員
	（全員挙手）

	議　長
	全員賛成ですので、議第２号は、申請のとおり許可が相当であるとの意見書を添えて、岐阜県知事に対して進達することに決定します。

次に、議第３号「農地転用許可後の事業計画変更承認申請について」を議題といたします。
足立委員、説明をお願いします。

	足立委員
	議第３号　農地転用許可後の事業計画変更承認申請につきましては、１件であります。

内容といたしましては、田が２筆で、合計面積478㎡であります。
詳細については、事務局より説明を求めます。

	局長補佐
	それでは、議第３号　農地転用許可後の事業計画変更承認申請について、ご説明申し上げます。
　５事変－１、議案集では、１２ページから１４ページになります。
　まず、事業計画変更承認申請について簡単に説明させていただきます。
　これは過去に転用許可を受けているが、その後、なんらかの不都合が生じ、その事業計画を変更しようとするものです。
　例えば、
1 工事が遅れているため工事期間を延長しようとするもの
2 ②転用目的を駐車場から住宅へ変更しようとするもの
3 ③当初の転用許可を受けた者自身ではなく、第三者がこれに代わって転用事業を行おうとするもの
等があります。
今回はこの３番目、第三者が代わって転用事業を行おうとするものになります。
（議案書の内容を説明）
本申請は、平成１９年５月２８日付け、岐阜県指令東農林第６０３号にて転用許可を受けた、転用目的「自動車展示場」に係る事業計画変更でございます。
　申請地は、小田町にありますエイ・ダブリュ瑞浪の近く、木田自動車さんの裏側になります。
　当初事業計画者は、経営する自動車販売業の展示場とするよう転用許可を受けましたが、直後のリーマンショックにより業績が悪化。車も軽自動車などの小型車が中心となり、展示場も小規模なもので済むようになったため、転用しないままとなっております。　　　
今回、譲受人が３戸の分譲住宅を建築するよう変更承認申請をするものであります。
　本申請は、事業転用者の故意、又は重大な過失によるものではないこと等のすべての承認条件に該当しますので、承認することに問題はないものと考えます。
　なお、当該申請地は農地性があることから、本日の第４号議案において、第５条申請が提出されておりますので、後ほど説明をさせていただきます。
　　以上、議第３号　農地転用許可後の事業計画変更承認申請に係るご説明とさせていただきます。
　ご審議の程、よろしくお願いいたします。

	議　長
	はい、ありがとうございました。
では、これより議第３号について質疑に入ります。ご質疑、ご意見はありませんか。

	委　員
	（質疑、意見無し）

	議　長
	別段ないようですので、お諮りいたします

議第３号「農地転用許可後の事業計画変更承認申請について」、申請のとおり事業計画の変更を相当とすることに賛成の委員は挙手をお願いします。

	委　員
	（全員挙手）

	議　長
	全員賛成ですので、議第３号は、申請のとおり変更が相当であるとの意見書を添えて、岐阜県知事に対して進達することに決定します。

次に、議第４号「農地法第５条の規定による許可申請について」を議題といたします。
足立委員、説明をお願いします。

	足立委員
	議第４号　農地法第５条の規定による許可申請につきましては、５件であります。

内容といたしましては、田が７筆、畑が１筆で、合計面積1,628㎡であります。
詳細については、事務局より説明を求めます。

	局長補佐
	　それでは、議第４号　農地法第５条の規定による許可申請について、ご説明申し上げます。
議案集の１５ページから２２ページ、５－３１番から５－３５番までの５件、順に説明をさせていただきます。
まず、５－３１番、議案集では１７ページと１８ページになります。
（議案書の内容を説明）
申請地は、明世町月吉地区に位置しております。
周辺の状況は、公衆用道路、及び農地に囲まれているため、隣地承諾書の提出を受けております。
当該申請は、使用借人が父親から申請地を借り受け、自宅近くに接骨院を建築するよう申請するものであります。
当該申請地は、中山間地域に存在する農業公共投資の対象となっていない小集団の生産性の低いその他の第２種農地であることから、転用はやむを得ないものと考えます。
続きまして、５－３２番、議案集では８ページと９ページになります。
９ページの図面では、緑色の部分です。
（議案書の内容を説明）
申請地は、先ほどの４－５番と同じ、明世カントリークラブの入口付近になります。
周辺の状況は、公衆用道路、及び宅地に囲まれているため、周辺農地への影響はありません。
当該申請は、先ほどと同じです。既に住宅敷地の一部として利用している申請地を、現況地目の「宅地」に合わせ、合筆した後、きれいに区分けし直すよう申請するものであります。　　
そのため、許可後にどこかを造成するといったことはありません。
また、平成８年頃からそのように利用しているため、始末書の提出を受けております。
当該申請地は、中山間地域に存在する農業公共投資の対象となっていない小集団の生産性の低いその他の第２種農地であることから、転用はやむを得ないものと考えます。
続きまして、５－３３番、議案集では１９ページと２０ページになります。
（議案書の内容を説明）
申請地は、樽上町にあります「ハートピア」から南方向へ約１００ｍに位置しております。
周辺の状況は、公衆用道路、及び宅地に囲まれているため、周辺農地への影響はありません。
当該申請は、譲受人が、子供が生まれるのを機に戸建て住宅を建築するよう申請するものであります。
当該申請地は、都市計画用途区域の第１種住居地域に存在する第３種農地でありますので、転用に対する問題はないものと考えます。
続きまして、５－３４番、議案集では１３ページと１４ページになります。
先ほどの事由変更の続きになります。
（議案書の内容を説明）
周辺の状況は、公衆用道路、宅地、及び農地に囲まれているため、隣地承諾書の提出を受けております。
当該申請は、譲受人が３戸の分譲住宅を建築するよう申請するものであります
当該申請地は、都市計画用途区域の工業地域に存在する第３種農地でありますので、転用に対する問題はないものと考えます。
続きまして、５－３５番、議案集では２１ページと２２ページになります。
（議案書の内容を説明）
申請地は、稲津町小里地区にありますＪＡとうと稲津支店から、南東方向へ約１００ｍに位置しております。
周辺の状況は、用悪水路、宅地及び農地に囲まれているため、隣地承諾書の提出を受けております。
当該申請は、譲受人が太陽光発電施設を設置するよう申請するものであります。
当該申請地は、都市化の傾向にある地域に存在する第３種農地でありますので、転用は対する問題はないものと考えます。
以上、議第４号　農地法第５条の規定による許可申請に係るご説明とさせていただきます。
ご審議の程、よろしくお願いいたします。

	議　長
	では、これより議第４号について質疑に入ります。ご質疑、ご意見はありませんか。

	委　員
	（質疑、意見無し）

	議　長
	ないようですので、お諮りいたします

議第４号「農地法第５条の規定による許可申請について」、申請のとおり許可相当とすることに賛成の委員は挙手をお願いします。

	委　員
	（全員挙手）

	議　長
	全員賛成ですので、議第４号は、申請のとおり許可が相当であるとの意見書を添えて、岐阜県知事に対して進達することに決定します。

次に、議第５号「令和２年度の目標及びその達成に向けた活動の点検・評価（案）について」及び「令和３年度の目標及びその達成に向けた活動計画（案）について」を議題といたします。
事務局から説明をお願いします。

	局長補佐
	それでは、議第５号　令和２年度の目標及びその達成に向けた活動の点検・評価（案）について、及び令和３年度の目標及びその達成に向けた活動計画（案）について、ご説明申し上げます。
議案集の２３ページから３０ページをお願いします。
これは、平成２１年１月２３日付け２０経営第５７９１号農林水産省経営局長通知「農業委員会の適正な事務実施について」において、農業委員会は毎年５月末までに「前年度の点検・評価結果及び当該年度の目標とその達成に向けた活動計画を決定し、市町村のホームページ等により公表するものとする。」と規定されていることから、議案上程させていただくものであります。
それでは、２３ページの令和２年度の目標及びその達成に向けた活動の点検・評価（案）をご覧ください。
（議案書の内容を説明）
ここまでが令和２年度の評価になります。
続きまして、３１ページの令和３年度の目標及びその達成に向けた活動計画（案）をご覧ください。
（議案書の内容を説明）
以上、議第５号　令和２年度の目標及びその達成に向けた活動の点検・評価について、及び令和３年度の目標及びその達成に向けた活動計画にかかる説明とさせていただきます。
よろしくお願いいたします。

	議　長
	では、これより議第５号について質疑に入ります。ご質疑、ご意見はありませんか。

	議　長
	　内容をみると、目標に達していないという評価ばかりですが、農業委員会として何をすればよいでしょうか。

	局長補佐

	　そもそも目標が大きすぎるのでこういう結果になるのは当然だと思うのですが、農業委員会としては、耕作をしてもらえそうな方への橋渡しをするとか、外出したときに農地のパトロールをする等、地道な活動が主な活動になると思います。

	議　長
	　他には。

	委　員
	（質疑、意見無し）

	議　長
	ないようですので、お諮りいたします

議第５号、「令和２年度の目標及びその達成に向けた活動の点検・評価（案）について」及び「令和３年度の目標及びその達成に向けた活動計画（案）について」、両案を承認することに賛成の委員は挙手をお願いします。

	委　員
	（挙手多数）

	議　長
	挙手多数ですので、議第５号は、提案のとおり承認することに決定いたします。
次に、議第６号「農業経営基盤強化促進法第１８条の規定による農用地利用集積計画（案）について」を議題といたします。
農林課より説明をお願いします。

	日比野主事
	それでは、議第６号　基盤強化法第１８条の規定による農用地利用集積計画（案）について、説明いたします。

議案の３４ページをご覧ください。
まず、申請番号２９番は、土岐町字竹ノ下の田、土岐町字下今尻の田を、借受人に、令和３年６月１日から５年間使用貸借権を設定するものです。

こちらは、更新になります。

場所は、３６ページをご覧ください。どちらも、国道１９号沿いにあります。
申請番号３０番は、陶町水上字上久手の田を、借受人に、令和３年６月１日から５年間使用貸借権を設定するものです。

こちらも更新になります。

場所については、３７ページをご覧ください。水上神社西側に位置しています。
申請番号３１番は、陶町水上字下久手の田を、借受人に、令和３年６月１日から１０年間、使用貸借権を設定するものです。

こちらも更新になります。

場所については、３７ページをご覧ください。水上神社から西方向
３００ｍに位置しています。
以上、農用地利用集積計画（案）について、ご審議の程よろしくお願いいたします。

	議　長
	では、これより議第６号について質疑に入ります。ご質疑、ご意見はありませんか。

	委　員
	（質疑、意見無し）

	議　長
	別段ないようですので、お諮りいたします

議第６号「農業経営基盤強化促進法第１８条の規定による農用地利用集積計画（案）について」、計画案を決定することに賛成の委員は挙手をお願いします。

	委　員
	（全員挙手）

	議　長
	全員賛成ですので、議第６号は、計画案のとおり決定いたします。
以上で、本日の議案の審議はすべて終了いたしましたので、これをもちまして、令和３年第５回瑞浪市農業委員会総会を閉会いたします。
ご苦労様でした。


以上、事務局が作成した議事録は正確であることを認め、議事録署名委員は下記のとおり署名、押印する。

令和　　年　　月　　日

・議　　長　　

・委　　員　　

・委　　員　　
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